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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DNA結合型転写因子と相互作用し、転写抑制を促進する様々なコリプレッサーをリクルートする骨髄転座遺伝子ファミリーのメンバーをコードしています。t(16;21)(q24;q22)転座は、急性骨髄性白血病においてまれな核型異常の一つです。この転座により、runt関連転写因子1遺伝子の5'領域とこの遺伝子の3'領域が融合したキメラ遺伝子が生成されます。この遺伝子は、乳がんの抑制因子としても機能すると推定されています。選択的スプライシングにより、転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2010年11月],疾患：治療関連骨髄悪性腫瘍において、CBFA2T3に関連する染色体異常が認められます。 RUNX1-CBFA2T3融合タンパク質を形成する転座t(16;21)(q24;q22)。,機能：転写抑制因子として機能する。TAL1標的遺伝子の発現を抑制することで、赤血球系前駆細胞の増殖と分化を制御する。顆粒球分化において役割を果たす。アイソフォーム2はAキナーゼアンカータンパク質として機能する（PubMed:11823486）。,誘導：オールトランスレチノイン酸によってダウンレギュレーションされる。,類似性：CBFA2Tファミリーに属する。,類似性：MYND型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：TAFH（NHR1）ドメインを1つ含む。,細胞内局在：RUNX1-CBFA2T3融合タンパク質は核質に局在する。,サブユニット：少なくともCBFA2T3、LDB1、TAL1、およびTCF3から構成されるTAL-1複合体の構成要素（類似性による）。RUNX1T1およびCBFA2T2とヘテロ二量体を形成する。ERBB4、HDAC1、HDAC2、HDAC3、HDAC6、HDAC8、NCOR1、NCOR2、およびZNF652と相互作用する。 Hoogeveenら（PubMed:12242670）によると、HDAC6とは相互作用しない可能性がある。アイソフォーム2はPRKAR2A、PDE7A、そしておそらくPDE4Aと相互作用する。,組織特異性：心臓、膵臓、骨格筋、脾臓、胸腺、末梢血白血球で高い発現を示し、広く発現している。造血細胞でも発現している（タンパク質レベル）。,
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	MTG16抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

